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論 文 内 容 の 要 旨 
野口 聡 氏の論文「中学校理科における正確な知識習得を促す教授方略の開発」は、近
年の学習科学の成果である「自己説明」を中学校理科の学習に適用した，実施可能な「正確
な知識習得を促す教授方略（NSメソッド）」の開発に関する論文である。 
論文は，以下の8章からなる。 
第１章 はじめに 
第２章 中学校理科教育における知識習得の課題 
第３章 人に教える活動による教育の先行研究 
第４章 研究の目的と方法 
第５章 NSメソッドの評価と修正 
第６章 修正版NSメソッドの評価 
第７章 修正版NSメソッドの効果を高める支援の分析 
第８章 おわりに 
 
野口氏は，中学校理科の授業改善を研究テーマとし，教育実践研究に関わってきた。その
過程で，問題を解くことだけに焦点をあて，事項の記憶に頼る学習法や教授法に対して疑問
をもつに至った。それは学習内容を正確に理解するに至らず，暗記の負荷から理科嫌いを生
むことすらあったという理由による。そこで，単に知識を記憶しているだけでなく，「身の
回りで起こる現象を説明できる」状態を，「知識を正確に習得した」状態として，それを生
み出す教授法を開発することをめざした（第1章と第2章）。 
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第2章では，中学校理科教育の課題が掘り下げられ，日常的な現象への誤った理解から形
成される素朴概念等について詳述された後，正確な知識習得を阻害する要因が，以下の3点
にまとめられる。 
・概念の系統性が明確であるため，一端不十分な理解が発生すると，後への影響が大きい 
・素朴概念が強力なため，知識を正確に習得できていないことを自覚しにくい 
・暗記された用語の理解が不十分でも，それを用いて説明することができればよしとされ
る 
さらに，授業実践について，以下のことから研究の焦点を「人に教える活動」に絞ってい
く。 
・学習事項を，日常的な現象とつなげることがおろそかになっている 
・授業の終末において，学習事項を，生徒に説明させることによって，正確な知識の習得
が促されることが，先行研究や野口自身の研究によって明らかになっている 
 
第3章では，「人に教える活動」の対象を，「自己」と「相手」に分けている。「自己」に対
する説明は，「自己説明」と呼ばれる一定の効果が検証されているが，相手が想定されてい
ないため，用語について理解不足が指摘されないという問題がある。「相手」を想定した説
明は，教える準備をする効果（教授期待の効果）や，相手のリアクションから自分の理解を
振り返る効果（実際の教授による効果）が検証されてはいるが，準備に時間がかかる，教え
る相手によっては理科の用語を掘り下げることなく用いる説明で通用してしまうというよ
うな問題がある。これらから，「人に説明する活動」を理科の授業に導入するにあたって，
以下の３つの要件を満たす必要があることを指摘した。 
・1時間の授業内で短時間に実施できること 
・既習内容を活用すること 
・積極的に分かろうとしない相手を想定すること 
 
 野口氏は，これらの要件を満たし，正確な知識の習得を促す独自の方法を開発し，その評
価を通じて修正を行った。そのプロセスが本論文の核であり，その一連の研究課題と方法が
第4章で示されている。 
 
 第5章は，最初に開発された説明活動の紹介と検証である。ここでは，以下の手順によっ
て，教師自身が授業の終末部に15分程度かけて実施する。 
(1) 教師による課題を配布する 
(2) 生徒が個別に課題解決をする 
(3) ペアもしくは小グループで，教え合い，聞き手の役割を設定して解決した課題を検
討する 
(4) 聞き手の生徒から指摘された部分を加筆修正する 
(5) 教師は，この間，机間巡視を行い，随時生徒に質問し，課題のポイントを生徒に意
識させる。 
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 野口氏は，この手順をNSメソッドと命名し，「力の作用・反作用」の単元において，その
効果を検証した。検証は，成績の上位・中位・下位のグループから生徒を1名ずつ選び，実
際の授業中での活動と同じになるように，実施時間や教師の介入の度合い（介入時間）等に
ついて統制をかけて，実験的に行った。説明させた課題は，「停止した車Aに時速80km/hで
車Bが衝突したとき，それぞれの車の潰れ具合はどのようになるか。またそれぞれの車にマ
ネキンが乗っていたとしたら，どのような向きの力を受けるか」である。 
 この課題について説明し合う様子を記録し，説明終了後，再生刺激法（課題実行中のビデ
オを被験者に見せて，時々に考えていたことを思い出させる方法）を用いて，インタビュー
を行った。 
 その結果，①課題が日常の事象を多く含みすぎると説明すべき概念が曖昧になること，②
40人学級での介入度合いでは，課題についての誤解を修正できないこと，③同程度の理解の
者同士の教え合いでは，理解が不十分な点が自覚されないこと，が明らかになった。 
 
 第6章では，上記の結果を踏まえて，修正版NSメソッドが提示される。修正点は，①説明
は文章や図で書く，②課題文をシンプルにして誤解を生まないようにする，③目の前にいな
い相手を想定して説明を検討する，の3点である。 
 
 対象とした単元は，「光の反射と屈折」で，中学校1年生4クラス157名の生徒全員を被験者
とした。説明を求めた課題は，「凸レンズを使うと，なぜ像をつくることができるのか」で
ある。4クラスあったため，説明の相手として，Ⅰ群：小学校6年の児童，Ⅱ群：同学年の分
かっていない生徒，Ⅲ群：1年上の生徒，Ⅳ群：自分自身，の4つの群を設定した。定期考査
をもとに，各クラスの等質性が確かめられた後，説明についてルーブリック評価を行った。
ルーブリックは，［ab：理科の用語のみで説明する，Ab：平易な表現に置き換える，aB：詳
説のための情報（図や絵，具体例）を補足する，AB：平易な表現に置き換え，詳説のため
の情報を補足する］である。その結果，Ⅰ群の生徒は，有意に平易で情報を補足する説明を
することが明らかになった。 
 また，知識が正確に習得されているかどうかを評価するために，「凸レンズからスクリー
ンまでの光がどのように進むか作図しなさい」というような，5つの問題からなるテストを
実施した。その結果，やはりⅠ群の生徒は，他の群に比べて有意に高得点を取った。 
 その背景を探るために，Ⅰ群の生徒に半構造化インタビューを行った結果， 
・小学校6年生にわかってもらうために，光がどのように屈折するのか，どのように像が
できるのかといった前提となる現象が起こる理由の説明をする必要があったこと 
・そのために，用語について教科書やノートをもとに調べ直したこと 
・それは，知識があやふやであり，細かい意味とかが説明できないからであること 
・年下を相手に説明するという指示がなければ，詳しくは書かないこと 
という意識が働いていることが明らかになった。 
 これらにより，修正NSメソッドに，①必要に応じて，説明に具体的な事例やたとえ，図
絵を使う，②説明の相手として1年下の相手を想定する，という点が加わり，精緻化された。 
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 第7章は，修正版NSメソッドの効果を高める支援方策の探索である。長期的に修正版NSメ
ソッドに取り組んだ生徒を対象に，実際にどのような意識で説明活動に臨んでいるか（取り
組みの意識）を明らかにする20項目の質問紙調査を実施した。因子分析の結果，4つの因子
が抽出され（累積寄与率58.23%），Ⅰ：振り返り・まとめ方，Ⅱ：日常的事象との関連，Ⅲ：
書き方の工夫，Ⅳ：調べ直し，と命名した。 
 また，学習に対する自己評価を，「興味・関心」「知識・理解」「科学的思考」「実験・観察」
の4観点に分けてとった。取り組みの意識を独立変数，自己評価を従属変数として重回帰分
析を行ったところ，一定程度の決定係数を得られた。 
 さらに，鈴木（2013）の学習観の尺度（「意味理解志向学習観」「暗記再生志向学習観」「学
校依存的学習観」「義務的学習観」）を用いて，各自の学習観のプロフィールをとらえた。一
方で，「知識・理解」「観察・実験の技能」「科学的な思考・表現」を測定する設問を作成し，
実施した。 
学習観尺度とこの設問の相関を算出した結果，取り組みの意識との関係においても，各所
で中程度の正の相関が見られた。 
 これらの結果について，例えば，「Ⅱ：日常的事象との関連」を意識させることで，興味・
関心，科学的思考の自己評価を高める可能性がある，「Ⅲ：書き方の工夫」は，知識・理解の
自己評価に影響を与える可能性がある，というような解釈を行い，修正版NSメソッドにお
いて，生徒のさまざまな特性を考えた上で支援を行うことによって，その効果を高めること
ができる可能性が示唆されたとする。 
 
第 8 章においては，以上の研究結果を総括するとともに，①理科の物理領域以外の領域
でも，修正版 NS メソッドの効果を検証すること，②教師の力量の差に関わらず実施でき
る修正版 NS メソッドの手順を示すこと，③修正版 NS メソッドで必要となる言語能力の
ような汎用的な技能の育成についての検討をすべきこと，という 3点の課題が提示されて
いる。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
野口氏は，博士課程に入ってから9年間，一貫して理科における概念形成についての研究
に取り組んできた。その問題意識は，いかに正確な知識を「習得」させるかにある。しかし，
実際の学習においては，学習した概念を記憶するだけに陥りがちで，本当の理解に至ってい
ないことがある。 
 
一方，学習したことを人に教えることによって，内容をより深くわかり直すことがあるの
は，よく知られた常識である。このことは，人に教える学習（Lernen durch Lehren / learning 
by teaching)として，1980年代にすでに指導法として体系づけられている。また，近年は，自
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分自身でメンタルモデルを構築することを重視する「自己説明」として理論形成されてきた。 
 
野口氏は，これらの知見を精緻化するために，学習内容を説明させるさまざまな方法を試
してきた。本論文にまとめられたのは，そのうちの一部であり，NSメソッド，修正版NSメ
ソッドと名付けられたものである。その研究にあたっては，丁寧に量的研究手法を用いて分
析結果をまとめる一方，実験中の被験者のプロトコールの分析，被験者となった生徒に対す
る再生刺激法によるインタビュー，半構造化インタビューの分析など質的研究の結果によ
って量的研究の結果を裏付けして解釈するハイブリッドな研究法を用いている。 
 
また，検証されたメソッドは，従来の研究でよく見られた授業外に試みられる方法の開発
とは異なり，現場の教員が授業の中で短時間に実施できる方法をめざし，その中で「人に教
える活動」の学習効果を高める工夫を凝らしたものである。野口氏の研究フィールドとなっ
た学校の理科教員が，現在も修正版NSメソッドの実践を続けていることが，その証左と言
える。そしてその意味で，この研究成果は，従来の研究を単に精緻化したにとどまらず，実
用性を高めたものだと言える。学習科学の理論研究と，現場をつなぐ貴重な研究成果をあげ
たと高く評価できる。 
  
以上のことから、本論文は博士論文として十分価値のあるものと認める。 
